
 公契約条例の適用となる案件の流れ
特定公契約条例適用契約の流れ

公契約条例適用契約であることを明示して
告示 、入札執行、随意契約

契約締結
契約書又は基本協定書に基準額以上の賃金を支払う

ことが明記された特約条項を添付

①報告書の修正確認

労働者へ条例内容を周知

賃金の支払 賃金の確認

立川市 受注者等 労働者等

告示

立川市公契約条例審議会の答申

労働報酬下限額を定める

業務の履行 労務の提供

報告書の作成・提出

②報告書の最終確認

 A.受注者等に申出

〈基準額を下回る場合〉

申出の確認、対応方法の検討
申出への回答

申出

誠実に対応

不足賃金の支払

不利益な取扱い禁止

第5回公契約条例検討委員会 資料２



特定公契約条例立ち入り調査等の流れ

※〈条例第８条に該当〉

立川市 受注者等 労働者等
 B.市に申出

申出

是正措置
是正措置を市へ報告

不足賃金の支払
違反の判明
是正措置命令

調査の実施

申出の確認、対応方法の検討

調査の対応
報告・資料提出

立入調査

調査結果の報告

調査終了

不誠実な対応があった場合
は契約解除する（※）

是正内容の報告確認 是正結果の報告

是正されなかった結果・
その後の措置の報告

違約金契約解除

不誠実な対応があった場合
は契約解除する（※）

調査結果の確認

公表

弁明の機会


